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　平成28年9月4日（日）に、静岡市青葉シンボルロードで
第37回静岡市ふれあい広場を開催し、超音波検査無料体験
に179人、骨密度測定無料体験に237人、乳がん検診のすす
めに106人、医療被ばく相談に20人、合計約600人の一般
市民がこのイベントに参加した。

（静岡県放射線技師会　愛甲 泰久）

SHIZUOKA
　平成28年11月5日（土）に、和歌山市パームシティ和歌
山店でレントゲン週間に伴う放射線パネル展を開催し、放射
線パネル展示、放射線被ばく相談、骨密度測定を実施し、市
民56人の参加があった。

（和歌山県放射線技師会　堂内 一雄）

WAKAYAMA

　平成28年11月5日（土）に、札幌市札幌医科大学記念ホ
ールで市民公開講座「画像診断によるがん検診の最前線（受
けましょうがん検診）」を開催した。今回の市民公開講座の
テーマを『画像診断によるがん検診の最前線』とし、がん検
診の受検の重要性について、市民にメッセージ性のある内容
を JA北海道厚生連札幌厚生病院 健康管理科主任部長　赤池
淳先生に講演していただき、検査方法の説明を行った。その
後、2人の診療放射線技師が『胃がん検診・肺がん検診』と『乳
がん検診』について、最新の検査と検査方法の説明を行った。
 （北海道放射線技師会　眞田 秀典）

HOKKAIDO

　同日、浜松市可美公園総合センターにおいても「可美公園
まつり2016」健康ブースに参画し、骨密度測定無料体験に
235人、乳がん検診無料相談に57人、合計約300人の一般
市民がこのイベントに参加した。

（静岡県放射線技師会西部地区会　竹田 守）

　また平成28年10月15日（土）には、伊豆の国市韮山福祉・
保健センターで第12回市民ふれあい広場を開催し、無料骨
密度測定、パネル展示、放射線被ばく相談を行った。当日は
晴天に恵まれ、市民65人の参加があった。

（静岡県放射線技師会東部地区会　大倉 善郎）
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　平成28年10月22日（土）・23日（日）の2日間、
第6回東北放射線医療技術学術大会（（公社）日本診
療放射線技師会 平成28年度東北地域学術大会ならび
に（公社）日本放射線技術学会 東北支部第54回学術
大会の合同開催）が秋田市にぎわい交流館AU（あう）
において開催され、成功裏に終了しました。
　新潟県を含む東北地域に加えて関東からも参加を頂
き、登録者数は500人を超え大盛況でした。
　近未来を見通して今を究めることを託して、大会
テーマ『今を究める　Feel the Future 』を掲げまし
た。一般研究発表は137演題と大変多くのご応募を
頂きました。大会テーマが日ごろの学術研究の成果に

リンクして喜ばしく感じております。
　式典には、来賓として（公社）日本診療放射線技師
会 熊代正行副会長ならびに（公社）日本放射線技術
学会 小倉明夫代表理事が列席されました。
　その他の企画については、特別講演「脳虚血を究め
る」、シンポジウム「診断参考レベルを究める」、東
北地域技師会企画「被ばく低減施設認定について」、
JSRT国際戦略委員会＆東北支部企画「英文スライド、
英語抄録の作成」、テクニカルミーティング、ハンズ
オンセミナー、機器展示を開催しました。
　本大会の実行委員はじめ、共催の日本診療放射線技
師会など多くのご協力を頂き、感謝を申し上げます。

第6回東北放射線医療技術学術大会
大会長　豊嶋 英仁

第6回 
東北放射線医療技術
学術大会 開催報告
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information

函館のイカ
　函館といえばやはり海鮮料理になります。函館の代表的な海の幸、イカの魅力をお伝えしたいと思います。
函館のイカ漁は、例年6月にスルメイカ（真イカ）が解禁され冬ごろまで捕れます。函館の夜景の一部を飾る
幻想的な漁

いさりび

火として、湯の川温泉などから見ることができます。イカ漁はかなり機械化されており、鮮度を保
つ工夫や船にある生

いけ

簀
す

で生きたまま運ぶなどして、透明感のある身とコリコリとした食感の「活イカ」として
流通させ、お店まで届けております。定番の食べ方としてはやはりお刺身となりますが、生姜醤油で口にする
のが函館流です。また塩ゆでにしたジャガイモにイカの塩辛をのせたり、駅弁としても有名な「イカ飯」、酒の
つまみとして重宝される「さきいか」など食べ方も豊富です。ということで、函館のイカを満喫できるお店を
紹介します。

●魚一心
　函館の庶民が昔から通うお店で、雰囲気も大衆居酒屋といった感じでステキなお店です。
●函館海鮮居酒屋 魚まさ 五稜郭 本店
　地産地食をテーマにイカや魚だけではなく、おいしい野菜もいただけるお店です。
●よし庵
　筆者の施設に近い国道5号線沿いにある小さな海鮮居酒屋です。穴場的なお店で平日でもなかなか混み合っ
ています。
●居酒屋食堂 さわ7（サワセブン）
　こちらも筆者の施設に近く、五稜郭駅前にある隠れ家的なお店です。日本酒も豊富でその日に捕れた魚で生
きのいいお刺身を提供してくれます。
●木はら 総本店
　凛

りん

とした調理場を囲むカウンター席や、接待などでも使用できる個室があり、窓からは日本庭園が眺められ
るなど、味はもちろん、接客やサービス評価が高いお寿司屋さんです。湯の川地区になりますが、少し値段が
気になるかもしれません。

　この他、函館朝市のアトラクションとして「活イカ釣り堀」でのイカ釣り体験もできます。水槽で泳ぐイカ
を針に引っ掛けて釣り上げ、すぐに職人さんにさばいてもらい、ピチピチが食べられることで大人気です。函
館に来たからには、ぜひイカ料理を堪能してください。

第4回回　第33回日本診療放射線技師学術大会

函館への道（食・街・人）
函館放射線技師会 会長　真壁武司

informationNetwork Nowのデジタル化移行のお知らせ
　平成28年4月より、3カ月間の遅延を設けてNetwork Nowをホームページへ掲載してまいりましたが、皆さまより
遅延のない閲覧を希望するご意見が多くございました。つきましては、平成29年4月より3カ月間の遅延を廃止し、ホ
ームページへ掲載することとなりました。また同時に冊子も廃止となり、Network Nowはデジタル化移行となります。
ぜひご活用ください。
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求 人 コ ー ナ ー

掲載期間終了のため、
非表示にしています
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　わが家には、2人のおばあちゃん猫がいる。縁あって出会っ
てからそれぞれ18年以上たつ。1人は虫下しの薬が効き過ぎ
て死にそうになったり、避妊手術の麻酔が覚めずにひやひやさ
せられた。もう1人は膀胱結石や変形性腰椎症が良くなったと
思ったら、ひもを食べてイレウスになり1週間点滴で耐え忍び、
やっとひもが出てきてホッとするのもつかの間、メタボからの
糖尿病になり、現在はインシュリン注射で管理している。
　それでも、2人とも毎日元気でよく寝て、よく食べて、よく
甘える。近ごろは子供返りで外に出たがるため、犬の散歩のよ
うにリードを着けて近所を練り歩く。
　若いころは、テーブルに乗ると叱ったものだが、今は「よく
上ったね~、スゴイ！スゴイ！」なんて褒めているのが自分で
もおかしい。
　猫の18歳は、人間の90歳前後に当たる。猫と一緒に暮らす
と決めた時から、寿命の違いがあることは分かっていたつもり
だが、近ごろいろいろと考えさせられる。
　猫は、いくらつらくとも死ぬことは考えない、生きることだ
けを考えて（考えているのだろうか？）いると獣医師に聞いた。
だから生きるために食べて動く、動けなくなったら食べられな
くなるし、食べられなくなったら動けなくなり死んでいく。人

間はどうだろう？食べられなくなっても胃瘻で無理やり食物を
入れ、意識がなくなって、動けなくなっても生かされていく。
生きるってことは、食べて、動いて、考えられてこそではない
だろうか？
　家のおばあちゃんたちは自由だ。猫だからこその気ままな性
格もあるが、やりたいことを主張する。毎日を好きに生きている。
私は、限りある時間を悔いのないよう過ごせるように、彼女た
ちが召された時に後悔しないよう、できる限り尽くすのみである。
　さて、自分の人生においてはどうだろうか？好きな言葉に「一
期一会」がある。もともとは茶の湯の教えを説いた言葉で「茶
会は常に人生で一度きりのものと心得て、相手に対して精いっ
ぱいの誠意を尽くさなければならない」「人と人との出会いは
一度限りの大切なもの」という意味を持つ。「一期一会」の出
会いと思った相手が後々救ってくれたり、生涯を共にするパー
トナーや大切な友人になったりする。全国理事になり、たくさ
んのすてきな方たちとの「一期一会」が増えて大切な財産になっ
ている。
　人生は、日々体験する「一期一会」の積み重ねだと思う。「一
期一会」の出会いを大切に、一瞬一瞬を大事に楽しんで生きて
いきたいと思う。　　　　　　　　　　　　（文責：藤井雅代）

五 感 f i v e  s e n s e sシリーズ・連載
s e r i e s  s e r i a l i z a t i o n猫に教わったこと

掲載期間終了のため、
非表示にしています

　本誌に掲載する診療放射線技師募集の求人広告を随時受け付けております。申込書ならびに募集要項につきましては、
本会ホームページ（各種様式→その他）よりダウンロードしてご確認ください。
　なお、掲載月の前月5日が掲載申し込みの締め切りとなっております。

JART求人広告掲載について
information
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執務時間：月曜日から金曜日の午前9時30分より午後5時30分まで。
ただし、土曜、日曜、休日、祝日および年末年始（12月29日～1月3日）は執務致しません。

事務所
案内

information1月・2月の講習会などスケジュールのご案内

掲載期間終了のため、
非表示にしています

　10月13日（木）に、公明党診療放射線技師制度に関する議
員懇談会（懇談会会長 石田祝稔衆議院議員）が衆議院第2議
員会館で開催され、多数の衆参公明党国会議員と本会から中澤
会長、佐野副会長、熊代副会長、小田理事、野村事務局長およ
び木村専門職が出席した。
　また10月21日（金）に、自由民主党予算・税制に関する懇
談会が自由民主党本部で開催され、衆参自由民主党国会議員と
本会から熊代副会長および保川専門職が出席した。

　両懇談会において、本会から提出された10項目にわたる要
望書事項のうち、以下の重点3項目について説明を行い、質疑
応答が行われた。
①がん対策推進基本計画に基づく診療放射線技師育成の充実お
よび環境整備

②養成教育の四年制大学化および参加型臨床実習の実現
③国家試験委員の構成について

─政府与党との政策懇談会開催される─本会の動き
副会長　熊代 正行


